
牛にやさしい、環境にやさしい、むだのない

肉用牛の飼養管理マニュアル

（解説資料付き）

（一社）全国肉用牛振興基金協会

肉用牛環境対応生産拡大基盤技術普及事業
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多頭飼養における⿊⽑和種繁殖雌⽜⽣産性向上のための代謝プロファイルテストを⽤
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成⻑するにつれ反芻胃で飼料を消化
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○⺟⽜に与えた栄養は、⽣命の維持、胎⼦の発育、⺟⽜の成⻑、
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⿊⽑和種⺟⽜の飼養管理改善による虚弱⼦⽜症候群の発⽣低減

成果の要約：⿊⽑和種⺟⽜を実験的に低栄養にし、虚弱⼦⽜症候群¨©d¹����Aª�K

NM!N�©d¹�⽣農場において、繁殖ステージ別の群分けや⺟⽜の妊娠末期の飼料増給
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⻑崎県農林技術開発センター・畜産研究部門・⼤家畜研究室

⻑崎県の成果情報（令和元年）から
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富⼭県農林⽔産総合技術センター畜研だより「⼈⼯哺育における⿊⽑和種⼦⽜への初乳給与」（平,-���

踏み込み消毒に加え⻑靴交換を始めてから⼦⽜の死亡率は⼤幅に低下しています。
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哺育スペース出⼊時の消毒、⻑靴交換の効果
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一般社団法人全国肉用牛振興基金協会

作成にご協力いただいた本事業推進委員会・検討部会の委員
（敬称略）

酪農学園大学農食環境学群循環農学類教授 堂地 修
北里大学獣医学部動物資源科学科准教授 鍋⻄ 久
農研機構畜産研究部門食肉用家畜研究領域
⾷⾁⽤家畜モデル化グループグループ⻑ 樋口 幹人
全農畜産⽣産部推進・商品開発課⻑ 佐藤 哲誠
宮崎県農業共済組合生産獣医療センター

⽣産獣医療課⻑ 壹岐 佳浩
静岡県立農林環境専門職大学

短期大学部生産科学科教授 渡邉 貴之
（有）あかばね動物クリニック取締役 宮島 吉範
山形県農業共済組合家畜診療研修所

北村⼭出張所損防課⻑ 田中 愛

〒113−0033
東京都文京区本郷1−34−3 後楽園SAJビル6階
TEL03−5801−0772 FAX03−5801−0774

牛にやさしい、環境にやさしい、むだのない

肉用牛の飼養管理マニュアル

（解説資料付き）
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